
学校だより 【重点教育目標】みんなが明日も行きたい！と思う学校に 
 

 

１月以降の行事予定 ※事情により変更する場合があります 

1 / 8 (水) 後期後半開始日 給食なし 1/ 30 (木) 赤ペン先生の取組(9:25～10:10) 

1 / 9 (木) ５年生社会科見学 1/ 31 (金) ３年生親子レク 

1 /10 (金) 委員会活動 2/ 12 (水) 第４回学校運営協議会 

1 /14 (火) 廊下を歩こう！の取組開始 2/ 14 (金) 自由参観日 

1 /15 (水) 自由参観日 2/ 22 (土) 土曜授業日 ６年生を送る会 

今年度最後の学級集会 1 /17 (金) ５年生もちつき（親子レク） 

1 /21 (火) 全校逃走中（おにごっこ） 2/ 25 (火) スクールカウンセラー午前来校 

1 /23 (木) 新一年生入学説明会 3/ 14 (金) 卒業証書授与式（5・6年登校） 

1 /28 (火) スクールカウンセラー午前来校 3/ 24 (月) 令和６年度修了式 給食なし 

 

「死ね」「雑魚が」「お前ごみ」「消えろ」「うざっ」テレビや YouTube等でも耳にすることが

ある言葉です。学校でも耳にしますので、その都度「正しく思いを伝える言葉」や「なぜその言

葉をつかってはいけないのか」について子ども自身が考えられるように指導しています。ご家庭

ではいかがでしょうか。おそらく、学校と同じように注意をしているのに、なかなか改善しない

ことを歯がゆく思ってある保護者の方も多いのではないでしょうか。 

先日、とあるショップで買い物をしていた時のことです。小学生低学年くらいの女の子が、お

母さんと思しき人から、ここでは書けないほど汚い言葉で叱られて（罵られて）いました。知ら

ぬ顔で聞いていると、女の子はお母さんに無断でかごの中に自分の欲しいものを入れていたよう

です。確かによくないことではありますが、そんな言葉で叱ったことが女の子にとってプラスに

働くのだろうか、お母さんの自己満足（悪いことをした我が子を厳しくしつけている）になって

はいないだろうか、叱られている女の子もこんな言葉を使うようになってしまうのではないか、

いろんな思いが頭を駆け巡り・・・、でも何も言えなかったことがありました。自宅では娘が兄

弟げんかの最中に「このクソが！」と言っていました。どこで覚えてきたのか（もしかすると自

宅かも・・と反省）分かりませんが、子どもってそういう言葉の吸収力も高いものです。 

「言葉づかい」は、１２月の学校運営協議会でも一番関心を集めた話題となりました。まさに

学校だけでも、家庭だけでも解決が難しい課題の一つと言えるでしょう。だからこそ、三者が一

体となって取り組んでいくことが大切です。雷山校区では、大人の誰もが子どもたちの言葉に耳

を傾け、気になる言葉づかいについてはその言葉の真意を尋ねるなどして子どもの成長を見守っ

ていくことができる。そんな校区を目指していきたいと思います。時代の変化と共に、言葉も変

化していくものですが言葉をつかう人の心はどうでしょう。集団や社会の中で、お互いに気持ち

よく過ごせるための心くばりや、相手を思いやる心はいつの時代でも大切にしたいものですね。 

 

後期前半と同様に「笑顔であいさつ１００％」を目標に掲げます。笑顔であいさつができるこ

とは、時代が大きく変わったとしても大切なことだと思うからです。また、１００％には達成し

ていないからこそ、徹底して取り組んでいきたいと考えています。ご家庭でも朝の「おはよう」

出発時の「行ってきます」食後の「ごちそうさま」寝る前の「おやすみなさい」など、何気ない

あいさつを交わしてあると思いますが、子どものためになる「あいさつ」の徹底にご理解とご協

力をお願いいたします。 

学校・家庭・地域の連携で 
糸島市立雷山小学校 １月号 
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令和７年１月８日 らいざん 

「主体性の向上」を通して「成長した姿へ」 

あけましておめでとうございます。 

本日から後期後半がスタートしました。今年度も残り３か月となり、すべてのお子さんが充実

した学校生活を過ごせるよう、雷山小職員一同全力を尽くしてまいります。保護者の皆様・地域

の皆様の変わらぬご理解、ご協力をお願いいたします。 

ある新聞を読んでいますと、糸島市内の中学校で生徒や先生が一緒になって校則について検討

している記事が載っていました。まさに、子どもの主体性を伸ばす取組だと思いました。これか

らの時代を生き抜いていく子どもたちに必要な力を育てていくために、従来の学校教育の在り方

に固執することなく、柔軟な発想をもって見直していくことが大切だと考えています。 

雷山小でも子どもの主体性を伸ばすためには教師がどのように関わっていくべきなのか、とい

うことについて様々な場面で協議しています。授業内容については「何のために学ぶのかを意識

できる学びの創造」をテーマに、様々な教科で自ら学びに向かう子どもを育てていく研究・研修

を進めています。１月に実施予定の「廊下を歩こう」の取組も、従来の教師主導から子ども自身

が切実感をもって取り組むことができるように変えていく予定です。１２月に実施予定だった全

校遊びも、「運営に携わりたい」と希望した子どもたち主体の取組です。全校のみんなで楽しむ

ことを目標に、何度も話し合って内容を検討してきました。感染症が流行していたため１月に延

期となりましたがこちらも子どもの主体性を高める取組になることを期待しているところです。 

後期後半は１年間の集大成として、全ての子どもたちが「自分自身の成長を実感できる」期間

にしたいと考えています。そのためにも、子どもたちの主体性の向上は不可欠です。日々の学習

はもちろんですが、学級で取り組む凡事徹底についても「自分で目標を決めたからがんばれた」

「自分自身で努力したから達成できた」という気持ちを味わってほしいと願っています。 

凡事徹底「笑顔であいさつ１００％」 


